
（別紙１）DoRACOONサービス概要

ターゲット 主な利用用途

①
据え置き型
モバイル回線

ホームルータ、フレッツ光バックアップ
デジタルサイネージ、監視カメラ 等

②
ビジネス
コンシューマ

・スマートフォンの内線子機
（モバイル内線アダプタ活用）
・モバイルルータ

NTTMS提供範囲携帯キャリア提供範囲

提供イメージ図

 クラウド上の機器（SIMBANK）が通信時に最適な回線（電波状況など）を検出/接続
→複数キャリアのSIMを準備することで冗長化（通信安定性を担保）

 通信利用時以外は、端末⇔SIM間のセッションを切ることで、複数端末でSIMのシェアが可能
→1枚のSIMに対して、複数の端末を割り当てることで設備の効率化を実現

据え置き型機器

CloudSIM
SIMBANK

A社

C社

B社

(特徴：n対nの通信を実現)
・回線状況の良いSIMを自動割当
・通信利用時以外は、SIMとの
セッションを切ることで、複数端末で
SIMをシェア

可搬型機器



（別紙２）想定利用シーン

インターネット

個店・単店でのフレッツ光代替利用

常時接続利用

ビジネス
フォン

モバイル内線
アダプタ

ひかり電話網 屋外

内線子機

屋外での仮想内線端末
（OABJ発着信可）

カフェ・自宅

モバイルルータとして
インターネット接続

用途（電話のみ/ルータ利用のみ
/両方）によってプラン設定

インターネット

R R

監視サーバ
サイネージ
サーバ

監視カメラ 監視カメラ

利用形態：端末固定、
アップリンク中心

R R

サイネージ サイネージ

R R

利用形態：端末固定、
ダウンリンク中心
利用時間限定

光回線

監視端末 サイネージ端末

光回線

キャッシュレス
端末

据え置き型
機器

多拠点接続・ソリューション利用

内線子機利用・リモートワーク
XXX ：利用端末種別

レジ端末

〇 フレッツ光の敷設が難しい環境/短納期での利用希望時 等における
個店・単店でのNWとして利用

〇 監視カメラや、サイネージ等への接続用NWとして利用

〇 外出/リモートワーク時における、ビジネスフォンの内線子機/モバイル
ルーターとしての利用

据え置き型
機器

可搬型機器

可搬型機器


